
 

令和７(2025)年度の広聴計画について 

 

【概要】 

○ 「栃木県ケアラー支援推進計画」において、進捗管理に当たり、様々な意見の把握や取組の効果

検証に努めることとしている。 

○ 令和６(2024)年度に引き続き、令和７(2025)年度においても、「県政世論調査」及び「とちぎネ

ットアンケート」を実施していく予定。 

 

１ 「県政世論調査」について 

○ 「栃木県地域福祉支援計画（第４期）」及び「栃木県ケアラー支援推進計画」における評価指標

は本調査結果を活用しており、経年的な変化を把握する必要があることから、令和７(2025)年度の

設問は前年同様とする。 

※ 本調査の対象者は、県内各地域・市郡規模別の層における満 18歳以上の人口数により 2,000の

標本数を比例配分し抽出している。 

 

【令和６(2024)年度の設問】 

 

（１）ケアラーという言葉の認知度 

問． あなたは、「ケアラー」（18歳未満のヤングケアラーを含む。）（※）という言葉を聞いたことが

ありますか。次の中から１つ選んでください。 

※ 栃木県では、全てのケアラーが個人として尊重され、社会から孤立することなく、安心して生活することができる地域

社会の実現に向けて、令和５年４月に栃木県ケアラー支援条例を施行しました。この条例において、「ケアラー」とは、

「高齢、障害、疾病等の理由により援助を必要とする家族、身近な人その他の者に対し、無償で介護、看護、日常生活上

の世話その他の援助を提供する」方と定義しており、｢ヤングケアラー｣とは、このうち18歳未満の方をいいます。 

 

１ 聞いたことがあり、内容も知っている 

２ 聞いたことはあるが、内容はよく知らない 

３ 聞いたことはない 

 

（２）ケアラー当事者になる可能性 

問． 今後、あなたがケアラー当事者となる可能性について、どのようにお考えですか。あなたの

考えに最も近いものを、次の中から１つ選んでください。 

 

１ 実際に介護、看護等を行っている 

２ 自分がケアラーになる可能性は、十分にあると思う 

３ 自分がケアラーになる可能性は、あまりないと思う 

４ 自分がケアラーになる可能性は、ないと思う 
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２ 「とちぎネットアンケート」について 

 ○ ケアラー支援に関する様々な意見を把握し、県の取組（ガイドラインや Webページ等）に活かして

いくため、本調査を実施する。 

 ○ なお、令和７(2025)年度の設問内容は、できるだけ全ての登録者が参加しやすく、ケアラー支援に

関する理解促進にもつながるよう配慮する。 

 ※ 本調査は、事前に協力者として登録した方を対象に実施されており、選択肢から選んで回答する設

問が中心となる。 

 

Ｒ６年度 Ｒ７年度（案） 

問１．あなたは、現在、家族などの身近な人に対

し、介護や看護などの日常生活上のお世話を

していますか。 

【以下、現役ケアラーのみ回答】 

問２．あなたがお世話をしている人は、あなたか

ら見てどのような関係ですか。 

問３．その人にお世話が必要な理由は何ですか。 

問４．あなたがお世話をしている人は、どのよう

なサービスを利用していますか。 

問５．あなたがお世話をしている内容は何ですか。 

問６．あなたは、どのくらいの頻度でお世話をし

ていますか。 

問７．１日にお世話をしている時間はどのくらい

ですか。 

問８．あなたがお世話で困ったことや、悩んでい

ることはありますか。 

問９．あなたが頼りにしている相談先や窓口など

を教えてください。 

問 10．あなたを含め、お世話をしている人を支え

るためには、どのようなことが必要だと思い

ますか。 

問１．あなたは、現在、家族などの身近な人に対

し、介護、看護等の日常生活上のお世話をし

ていますか。 

問２．（問１に関して）あなたは、どのくらいの負

担や不安を感じていますか（いましたか）。 

問３．あなたは、身近な人に対する介護、看護等

の日常生活上のお世話について、誰かと話し

合ったことがありますか。 

問４．あなたは、まわりの誰かに対し、介護、看

護等の日常生活上のお世話を担っている（か

もしれない）と思ったことがありますか。 

問５．（問４に関して）あなたがそのように思った

理由やきっかけは何ですか。 

問６．あなたのまわりで介護、看護等の日常生活

上のお世話を担っている人がいた場合、あな

たにはどのような支援ができそうですか。 

問７．あなたは、介護、看護等の日常生活上のお

世話について、どのような支援制度やサービ

スを知っていますか。 

問８．あなたは、介護、看護等の日常生活上のお

世話に関する支援制度やサービスの活用につ

いて、どのような課題があると思いますか。 

問９．あなたは、ケアラー支援に関する普及啓発

のために、どのような取組が必要だと思いま

すか。 

 

 


